
Title 川田侃著 帝国主義と権力政治
Sub Title
Author 矢内原, 勝

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1964

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.57, No.3 (1964. 3) ,p.267(81)- 268(82) 
JaLC DOI 10.14991/001.19640301-0081
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19640301-

0081

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


研
究
転
向

」

"C

平
凡
把
刊

)「
(

中)

、
' 
所
収
諸
論
文

V
:
就
中
第
七
缻
，
横
山
貞
子 

「

キ
リ
ス，ト

#
©.
:
入

び-i
i
，
家
永
三
郎
、

「

軟
#

下
0 '
傲

人

證
^

「

思
想
；1.
1
九 

.
六
四
年「
片
号)

が
ど
。

国
家'.
.
民
族
そ
め
他
諸
々
の
価
値
を

.
サ
.た
：び
趙
絶' 
‘ 

否
矩
す
るM

を
内
面
的
深
化H
ル

タ

べ

ィ

ァ

ヒ
<}
:
'
つ'
で
把
撞_す
を
事
に
.ょ
つ 

て
、
現
実
批
判
吖
礎
石
を
見
出
し
.た
特
異
の
学
者
，
思
想
家
と
し
て
め
著
者
が
そ

.
A
Q
: (

ニ I

)

こ
•'で
思
想
史
的
に.間
題
に
さ
れ
て
い
る
。.だ
从
戦
後
の
'こ
の
.様
な
研
究
状
況
を 

あ
る
親
切
な
経
済
学
者
が
箸
者
に.伝
え
て
感
想
.を
求
.め
だ
時
、.
.
.著
者
は
ー
ー
ー
ー
予
に

. 

「

そ
う
.い
う
匕
と
に
ば
興
味
は
：な
い'

」

と
.答
え
た
と
い
'う
。
問
題
，は
自
己
の
問
題 

で
あ
り
> 

M
本
の
現
在
：及
び.将
来
以
外
の
：何
も
の
で
も
な
か
？
た
の
で
あ
る
。
.
 

(

岩
馨
店
刊.，
四
六
判‘第1

卷
丨
第
五
巻
，
各
八
〇
〇
円

)

新刊紹介,

-

.

.

.

.■

.

■■
:

■.
■-■:
-

川

田
'.
.侃
著
- 

H
帝
国
主
義
と
権
力
政
治』

こ
の
本
は
川
田
侃̂
'
ハ

力

^

'̂
m
授)

が
、
 

昭
和一

一
六
、.七
年
頃
ょ
り
発
表
さ
れ
た
、
帝
国
主
義 

と
権
カ
政
治
に
関
す
る
論
文.を
ま
;-
^
め
7:
.—
»
書
と
.さ 

れ
た
も
の
.で
あ
る
。.第

一

章
..権
力
政
治
の
，構
造
と 

動
態
、.第
二
章
ィ
ギ
リ
ス
.に
お
け
る
反
植
民
主
義 

の
系
譜
と
そ
の
展
開
ほ
い
わ
ば‘帝
国
主
義
.の
理
論
. 

で
あ
ヴ
、
第

三

章

，.ニ
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ナ
メ

」 

リ
ヵ
.の
世
界
政
策
、
第
四
章
：
両
大
戦
間
期
の
：：列
強 

の
通
商
政
策
と
通
商
角
！

T

ば
'川

：
田
：
氏

，
：
の
.
近

代

帝

国
 

主
義
に
関
サ
'る
：解
釈
に.ょ
.る

事

，
例

研

究

で

'あ
る
：

V

 

.

帝
国
主
義
め
'動
因
.を
：「

国
家
：の
無
目
的
な
拡
張
傾.
 

向
1-
:
:と
規
定
ず
る
シ
ュ
：
ム
ベ
ー
タ
ー
的
な
取
'り
扱
：い
： 

方
で
は
、.•
と
く
に
近
代
帝
国
主
義
現
象
：を
.説
明
す
る
. 

こ

と

は

で

.き

な

い

。

.
#
国
主
義
と
資
本
主
義
を
結
び
 ヾ

つ
げ
て
、
資
本
主
義
の
最
高-の
，す
な
わ
ち
最
後
め®
. 

階
於
帝
国
主
義
で.あ
り
' '
..帝
国
主
義
段
階
に.あ
る
諸
，
 

国
は
帝
国
主
義
政
策
以
外©.
政
策
を
と
る
こ
と
が
で
へ

新

.

刊

紹

介

'.

き
な
い
^
す
石
。
し
た
.が
っ
て
資
本
主
義
国
で
な
い
： 

ソ
連
が
帝
国
主
義
的
政
策
を
；
る
こ
と
は
ナ
ン
セ
-ン
， 

ス
で
あ
り
*
ア
メリ
力.

が
非
帝
国
主
義
的
政
策
をと 

る
こ
と
も
論
理
的
に
不
可
能"で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

'  

帝
国
主
義
の
解
釈
が
レ
ー
ニ
ン
の
帝
国
主
義
論
で
あ
. 

り
、
日
本
の
オI
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
す
ル
ク
ス
主
義
学 

者
の
解
釈
で
も
あ
ろ
う
。
川
田
氏
が
こ
の
本
の
中
で 

と
り
あ
げ
て.お
ら
れ
る
、
J
，A
，
ホ

ブ

ソ

ン

'
に

し

て 

も
レ
ナ
ー

ド

•
ゥ

ルフ.に
し
て
も
，
彼
ら
の
帝
国
主
義 

論
'が
評
価
さ
れ
る
の
は
、
い
つ.の
時
代
、
ど
こ
の
国 

に
も
適
用
さ
れ
る
シ
ュ
ム
ベ

—

タ
ー
的
規
定
を
排
し 

て
、
特
殊
.
近
代
帝
国
主
義
の
動
因
を
経
済
面
に
も
と 

め
、
結
局
は
金
融
資
本
家
の
利
潤
追
求
欲
を
摘
出
し
：
 

た
と
こ
'ろ
に
，あ
る
。
-;.こ
れ
に
対
し
て

.
、川

田

氏

は

'
国 

際
関
係
論
を
.専
攻
：さ

れ

て
Mり
，

帝
国
主
義
と
い
う 

国
際
的
現
象
を
、
た
ん
に
経
済
ば.か
り
で
な
く
、
■政 

治
的
ま
上
精
神
的
側
面
を
も
含
，め
て
綜
合
的
に
取
ヴ 

扱
う
。
そ
の
た
め
シ
ユA
.
ぺ
丨
タ
ー
の
蒂
国
主_

_

に
対
し
て
も
相
当
の
評
価
を
与.え
.る
.：£
と
に
',な
る
.。'...

:

..今
日
.の
；複
雑
な
.国
際
関
係
を
取
り
扱
う
，の
■に
綜
合 

的
ア
ブ
P
丨
チ
が
^
.
効
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
な.い

と

.
：

し
て
も
、

I

学
間
の
分
業
化
の
傾
向
と
ど
こ
：で
調
和
さ
.：
 

せ
る
か
.が
間
題
で
.あ
ろ
う
.。
.ホ
.ブ
ソX

の
経
済
学
は

過
少
消
費
論
で
あ
々
、
.
不
況
時
の
資
本
お
よ
び
労
働 

の
過
少
使
用(

不
完
全
利
用)

.
を
認
め
る
点
で
、
反 

古
典
派
的
で
あ
り
、
逆
に
ケ
イ
ン
ズ
か
ら
評
価
さ
れ 

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
じ
ホ
ブ
ゾ
ン
の
経
済
学 

で
は
自
発
的
貯
蓄
と
自
発
的
投
資
と
の
間
.に
不
均
衡 

は
存
在
せ
ず
、
そ
の
点
で
は
古
典
派
と
同
じ
く
、
ま
た 

.マ
ル
ク
ス
の「

資
本
論」

と
も
親
を
に
す
る
。し
た 

が
っ
て
ホ
ブ
ソ
ン
で
は
過
少
消
費

=

過
剰
貯
蓄
H
.過 

剰
投
資
が
過
剰
生
産
を
生
み
、
：

一:.

方
で
は
海
外
に
捌 

.け
ロ
を
求
め
よ
ぅ
と
す
る
帝
国
主
義
論
に
連
な
り
、
 

他
方
で
は
そ
の
解
決
策
と
し
て
消
費
を
増
大
さ
せ
る 

た
め
に
所
得
の
再
分
配
を
と
，き
、
彼
を
.し
て
フ
エ
■ビ 

ア
'ン
'的
改
良
主
義
.に
向
わ
せ
る
こ
と'に
.な
る
。
ケ
イ 

:

ソ
ズ
の
場
^T

に
は
過
少
消
費
.

=

過
剰
貯
蓄
は
ホ
ブ
ソ 

.
ン
と
逆
に
過
少
投
資
を
生
み
，
不
完
を
犀
用
と
な 

る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
解
決
策
と
し
て
は
所
得
の
再 

分
配
も
有
効
で
あ
る
が
，.よ

り

直

接

的

に

.
は

投

資

の 

増
大
、
.
す
な
わ
ち
大
規
模
な
政
府
投
資
が
あ

げ

ら

れ
 

る
。
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
党
の
ブ
レ
イ
ゾ 

> 
つ 

ま
”

フH

ビ
ア
ン
の
連
中
で
も
、

V

政
府
投
資
が
不
況 

対
策
と
し
て
有
効
に
作
用
す
る
と
い
ぅ
.メ
カ
ニ
ズ
ム 

は
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
容
し
て
い
る
の
で
ば
な
い 

だ
み
を
か
。
そ
こ
で
問
題
は
、

M
:

体
今
日
の
政
府
が

.

A

1

(

ニ
六.七)

.



»

_

紧

規

模
■

府
投
資
f

,
r r
得
-の

雰
 

財
政
|

勞
^

?
階
級
の
利
益
.の
汔
.め
仁
^
の
程
度 

>'

.̂
.こ
，と
.̂
.で
，;#
:る
だ
>0,̂
.
.か
.：、
，と
.v '
3
^

^
}v
-f
e
. 

へ

る

タ

中

立

的

な

経

済

学

的

分

析

に

：
こ

'こ
、
に

：
お

い

で

政
 

治
が
入
っ
て
き
て
、
,.
-'
..is
実
め
政
策
と
な
る
。.^n

の 

帝
国
主
義
分
析
も.こ

の

あ

，
た

り

.
を

明

ら

；
か

.に

す

名

こ 

と

が

必

耍

で
.は
.な

が

ろ.5
.が

と

い

；
5

の

が

私

：
の

勝

手 

:

な
感
想
^

§

る
。：.

の

本

の.論
文
の
な
か」

で
は
、
こ 

の

夂
-5
:
な
問
題
0
入
«

に

は

ほ

：
ぽ

到

達

.
^
て
.は
い
る 

.と

.い
チ
'%
:の
.の
->
'
経
済
学
者
の
立
場.か

ら

は

、
：
も

づ

ー 

歩
進
ん
だ
分
析
が
ほ
七
ぃ
の
で
ぁ-0
て
、：

こ
れ
は
川 

S

氏
办
寶
任
と
い
：ぅ
ょ
り
も
む
し
ろ
国
際
関
係
論
の 

■限
界
で
あ
る
の
か.%
し
れ
な
い
。
川
日
ぼ
は
私
の
親 

友
の
一
人
で
あ
る.の
で
、
，あ
え
て
注
文
を
つ
け
さ
せ 

て
-い

た

だ

い

た

。
.
.
.

(

東

京

大

学出
版
会•

一
 
九
六

.，
三 

年

十

一

月

刊‘
A
- 5

• 
ニ
九

四

頁
.九
〇

〇

円

)

；：：

.

:v
~
矢
内
原
：

：勝
I

.，佐
伯
尚
美
著

『

日
本
農
業
金
融
史
論』

資
本
制
坐
'産の確
f
 aT

も
に
近
代
的
内
実
を
整

え
る
我
が
_

.金
融
制
度
に
お•い
て
.、

「

.農
業
：金
融j  

，は
寄
生
地
.生

的

土

地

：
所

有

を

：基

柢

と

.
す

る

農

業

構

造
 

.に
よ
0.
て
、
龙
た
独
占
資
本
主
義
確
立
後
ば
そ
の
運
' 

動
に
基
<;
農「

エ
間
不
培
等
発
展
の
体
制
的
激'化
迄
ぉ
：
 

っ
そ
：、
農
地¥

後
も
的
特
殊
な
性
格
と
形
態‘i

.' 

..度
を
.と
ら
ざ
る
を
え
な
か.
.っ
■た
..の
..で
>̂
'

各
。パ
か
..か
る 

農

業

金

融

の

分

析

は

、
：
，
我

が

国

の

農

業

問

題

分

析

.
の 

不
可
欠
.の4

環

と
-u
て
こ
'れ
ま
で
も
す
す
め
'ら
れ
て 

ぎ
た
：と
'&
.
.
.ろ
：.で
.あ
り
、.
.な
.ぉ
'
.
昭
和
：三
十
年
前
後
よ 

■り
、.

日
本
銀
行
調
査
局.の
編
.に

よ

る「

日
本
金
融
資 

料」

■を
始
め
と
し
、.
.
.

「

農
林
中
央
金
庫?-「

七
：十

七'  

銀
行
七
十
七
年
史.

T

等
、
数
多
く
の
銀
行
史
の
刊
行 

を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
料
的
に
翁
富
'と
な
り
、
 

農

業

金

融

構

造

と

性

格

の

分

析

.
ぽ

深

め

ら

れ

て

ぎ
た 

の
で
あ
る
。
例
え
ば
朝
倉
房
吉
著
：

「

明
治
ユ
刖
期
日
本 

金
融
構
造
史J
.-'

(

昭
和
三
十
六
年
刊

)

：
や
或
い
は
新 

潟
県
蒲
原
平
野
の
千
町
渉
地
主
の
生
成

」

展
開
を
そ 

の
機
能
面
呔
り
の
分
析
を
通
じ
て
ゾ
地
方
銀
行
と
の 

'M
合
、
地
方
銀
行
の
機
能1
性
格
に
ま
で
及
ぶ
守
由 

志
郎
氏
の「

地
主
経
茶
と
地
方
資
本

」
(

昭
和
三
十
八.  

年)

を
あ
げ
，る
こ
と
が
で
き
よ
ぅ.0
.

,
さ
て
'-
-',
:啾
％
.氏

の「

日
本
1

金
融
史
論
，1
は
従 

来
の
日
本
農
業
金
融
研
究
に
対
し
、.
宇

野

•

大
内
氏

-
A

ニ

，

(

ニ
六
八)

-.の
通
論
を
支
拄
と
し.て
：日
本
農
業
金
融
を
：

「

段
階 

論
1-
,的
に
把
握
•
分
析
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
を 

見
る
.ど
と
が
で
き
る
。'佐
伯
氏
に
お
い
て
は

「

段
階 

論
的」

と
.は
第：

一-
に
；へ

「

日
本
資
本
主
義
全
体
を
通
ず 

る
段
階
的
立
ち
遅
れ

——

後
進
性——

が
農
業
金
融 

の
展
開
.に
'と
.の
よ
.う
な
役
割
を
果
し.た
-か
，と
い
' 

う 

点」

：(

十
-:
5
:
と
第
一
E

「

日
本
資
本
主
義
自
母 

の
発
展
の
各
段
階
の
な
か
：で
農
業
金
融
が
ど
の
よ
う 

に
変
化
^

て
い
.
.つ
た
か」

;'
て(

十
一1.

頁)

.
と
.1:
>
ゲ

_

「

一一 

重

の

い

み

」

に

お

い

そ

；
用

い

へ

農

業

金

融

史

を

「

日

本 

農
業
に
お
け
る
資
金
の
需
給
構
造
の
変
化
を
、
そ
の 

と
き
ど
き
に
お
け
る
支
配
的
な
資
本
形
態
と
農
業
と 

の
.‘.
接
触
と
い
う
側
面
か
ら
と
ら
え
、
..そ
れ
を
と
き
ほ 

ぐ
す
こ
- i
J
.(

十
三
頁)

'■を
課
題
と
す
る
。
本
書
は 

か
か
る
視
点
に
従CV

て

「

支
配
的
な
資
本
形
態

」

よ 

り
産
業
資
本
の
確
立

=

明
治
中
期
、
独
占
資
本
主
義 

へ
の
推
転
•'確
立=

明
治
末
期
‘
大
正
中
期
以
降
、
 

国
家
独
占
資
本
主
義.の
推
転
，
確
立==

戦
時
期
•
戦 

淡
の
‘時
期
区
分
を
行
な
い
、
そ
れ
に
従
っ
た
篇
別
構 

成
を
以
て
、
各
時
期
の
農
業
金
融
に
お
け
る
寄
生
地 

主
と
商
人
の
機
能
と
そ
の
変
化
、
'
政
策
的
金
融
の
展 

開

を

考

察

す

る

め

で

ぁ

;?
>
。
.
ン

 

-
. 

，'本
書
は
'「

段
階
論
的
'«
-;視
角
に
ょ
つ
て
豊
富
な-®

料
を
用
い
な
が
ら
、
我
が
国
農
業
金
融
の
性
格
の
解

，

. 

明
を
試
み
ら
れ
た.点

に「

価
値」

あ
る
も

の「

で

あ

■ 

る
*
し
か
し
，
本
書
に
お
い
て
，
農
家
紙
済
の
再
生 

產
權
造
に
お
け
る
奢
業
金
融0
機
能
と
眭
格
が
.

「

没 

階
論
的」

：；̂
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
に
な
お
問
.
. 

題
は
残
左
れ
て
い
るも
の
と
い
え
よ
う
。
.'
*
:(

お
茶
の 

水

書

房
,

.'
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ぱ
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し
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.- 

-■ 

V
I 

-■ 
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. 
■,

门
九
六
:—
ー
年
度
の
後
半
把
人
ザ
て\

''
:
'
'
日
本
経
免
! 

の
匙
調
は
い
っ
こ■う
に
上
向
か
ず
、

停
滞,-
,
を
：つ
ハ 

づ
.け
て
い
る
現
桃
で
あ
る̂
い
う
こ
：と
は
、
誰

れ

が>  

眼
に
も
&-
き
ら
か
纪
こ
ど
で
あA
。
戚
状
分
析
に
おザ 

い
て
、'.
上
く 

£.金
融
正
常
化
が.再
三
論
_
の
咐
心
に，
；
：:• 

さ
れ
て
は
.い
た
も
：の
の
、

こ
こ
半
年
ほ
匕
の
経
過
!-
: 

正
常
化
は
単
な
る
掛
に
す
ぎ
な
か
っ

(

た
と
^
う 

状
態
'に
知
る
。.
し
光
が
:0
て
、
い
わ
ゆ
る
高
度
成
長
、
 

と
い
ゎ
れ
る
秦
近
の
過
程
が
、
在
来
の
金
融
事
情
.の

"  

新

刊

紹

介
 

.

，
歪
4
を
玉
正.す
る
と
い
ぅ
課
題
：と

ゆ

逆

办

も

の

で

あ

-.
 

っ
た
こ
と
は
、
現
実
の
経
済
を
眺
め
る
者
に
と
っ
て
. 

は
启
明
で
あ

る

？
.
とれ
ら
が
、
今
日
の
消
費
^
物
価 

の
上
昇

.
を
み
る
に
至̂
-
し
め
た.独
占
資
本
の̂
!
^
積
.;  

を
ビ
ま
た
成
長
を
支
え
た
も
の
で
あ
る
な
ら
へ
ば
、
成 

.
長
過
程
さ
え
：も
が
、
正
常
な
る
進
路

■で

あ

る

よ

り

もV 

,

一
つ.

の
歪
み
，を現
わ
す
も
め
と..考
え
な
；£
れ
.ば
な
.ら

... 

な
い
。
金

1
策
不
在
の
高
搜
成
長
経
免
と
ド
ぅ
こ.一
 

':
..と
を
ゎ
^

わ

；
れ

は

と

の

段

階

で

.
十

分

に

亂

識

^ :
て
.い

''
.::'- 

.
な
け
れ
ぱ̂

^

い
。
本
耆
はV
馨

日

本

資

本

主

へ 

■.義
が

た

；
^ '
っ
；

.

た

备

々

の

劃

期

.

に

.
お

ホ

る

金
融
；政

.
策
 

に
、
鋭

如

時

論

的

な

接

近

啥

こ

ど

ろ

：
み

?'
わ

濟

国

金>. 

;へ
融
政
策
；の,#
質

、
，.ひ
い
て
ば
経
済
敗
策
全
般
：の
特
質

'>
...

.,'
:;
._を
も
あ
-#
ら
か
に
し
よ
ぅ.
.ど
す
る
*:
.
.
_.
.;

:

著
者
社
本
書
でV

昭

和
:-
1

十
'5
:
!

务
か
-
^
、1

ー
十
八
：
，
 

{:年
ま
で
の
0.
..'^
経
済
の
歩
み
に
そ
っ
へ
て
，
金̂
^
:

; 

卜
の
、
主

依
^

•「

管

理

通

廣

制
^

の
も
と
で
ゎ
信
用
創
：
 

ハ

出0 .
:現

菜

賢

本

へ

，
の

効

果

の

.問

題

と.い
5:
ー
：
一

つ

の

見

.

..
■

地
か
ら
金
融
政
策
の
全
体
像
を
特
徴
づ
け
よ
ぅ
と
：ず

.：
 

in
る
。
：ま
ザ
、# ;
嗜
の
関
心
ば
、.如
决
銀
行
.(

日
8
;

:;;
-.

;

ー
と
大
蔵
省
当
局
と
が
、
金
融
政
策
の
生
体
と
：し
て
い

：

：
.

： 

.
‘

，か
な
る
関
：#

に̂

っ
て
い
备.
の
：が
を
問
5-

。

6
れ
ー
に.： 

■.

は
、
中
央
銀
行
の
1現
実
的
役
割
と
し
て
の
.通
貨
贿
値

の
安
定
'を
今
日
の
日
銀
が
積
極
的
に
意
図
す
べ
き
こ 

と
を
主
勒
と
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
日
銀
の
中
立
性 

:
を
^

調
し
、'
財
政
当
局
が
独
占
資
本
の.強
蓄
積
に
'積 

極
一
的
施
策
を
講
ず
る
こ
と
に
ゐ
る
、
，
ィ
シ
フ
レ
的
経 

r

済
兹
調
を
チ
ヱ
ッ
ク
す
る
役
目
を
果
す
こ
と
を
期
待 

-

し
て
い
る
。
し
か
も
、：
.
.こ
の
よ
う
な
ィ
ン
フ
レ
^
な

基

鼢

の

办

か

：か

ら

は

，

近

年

.の
金
融
政
策
の
転
換

=

:

金
利
政
策
の
強
化
が
.そ
の
意
義
を
十
分
に
主
張
す
る 

r.

余
地
が
な
_
>
こ
>^
.を
.あ
き
ら
か
‘に
し
、
.い
わ
ゆ
.る
通 

'■
;
遣
供
給
方
式
の
再
検
討
と
合
せ
て
、，
日
本
経
済
の
•も 

...つ

根

本

的

な

問

題

性

'
,
と

金

融

政

策

の

関

速

を

あ

き

ら
 

か
.に
し
ょ
う
と
す
る
：の
で'あ
る
。

.

.
，著
者
は
以
上
の
ょ
う
な
見
地
か
ら
、
今
日
い
わ
れ 

.■
る
低
金
利
政
策
を
主
眼
と.す

る

金

融

の

正

が

、

パ
真
ば
そ
の
実
を
発
揮
し
う̂
か
ど
うか

：.

を
疑
問
と 

::
し
^
そ
の
亂
由
が
独
并
的
産
業
資
本
の
資
氣
需
要
と 

政
府
の
そ
九
.
へ
の
対
^
が
生
み
だ
'す
、
政
策
の
歪
み 

.  

8

は
構
造
的
養
：念
’
に

求

め

、

そ

の

な

か

：
に

中

央
 

銀

枉

の

役

割

を

再

確

認

し

、

金

融

政

策

.
の

担

い

手

の 

旧

立
.の
必
要
を」

強
調
す
る
。
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